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(54)【発明の名称】 表示装置

(57)【要約】
【課題】エレクトロルミネッセンス（ＥＬ）表示装置に
おいて、白黒を適正なコントラストで表示する。
【解決手段】有機ＥＬ素子１２０を駆動する駆動電源Ｐ
Ｖｄｄを有するＥＬ表示装置において、駆動電圧ＰＶｄ
ｄの上限ＶＨは、ビデオ信号Ｄmが黒信号レベル（Ｖ
０）のときに、有機ＥＬ素子１２０の輝度が第１の基準
輝度Ｌ１以下となるように設定される。また、駆動電圧
ＰＶｄｄの下限ＶＬは、記ビデオ信号Ｄmが白信号レベ
ル（Ｖ１）のときに有機ＥＬ素子１２０の輝度が第２の
基準輝度Ｌ２以上となるように設定される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の表示画素を備え、各表示画素は、
エレクトロルミネッセンス素子と、ソースに前記エレク
トロルミネッセンス素子が接続された駆動用の第１の薄
膜トランジスタと、前記第１の薄膜トランジスタのドレ
インに駆動電圧を供給する駆動電源と、ドレインにビデ
オ信号が供給されると共にゲート信号に応じて前記ビデ
オ信号を前記第１の薄膜トランジスタのゲートに供給す
る画素選択用の第２の薄膜トランジスタと、を備える表
示装置において、
前記駆動電圧の上限は、前記ビデオ信号が黒信号レベル
のときに前記エレクトロルミネッセンス素子の輝度が第
１の基準輝度以下となるように設定されると共に、前記
駆動電圧の下限は、前記ビデオ信号が白信号レベルのと
きに前記エレクトロルミネッセンス素子の輝度が第２の
基準輝度以上となるように設定されることを特徴とする
表示装置。
【請求項２】  前記第１の基準輝度は２０ｃｄ／ｍ2以
下であることを特徴とする請求項１記載の表示装置。
【請求項３】  前記第２の基準輝度は５０ｃｄ／ｍ2以
上であることを特徴とする請求項１記載の表示装置。
【請求項４】  前記第１の薄膜トランジスタはＰチャネ
ル型であって、前記ビデオ信号の黒信号レベルは前記ビ
デオ信号の白信号レベルより大きいことを特徴とする請
求項１記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は表示装置に関し、特
に各表示画素毎に、エレクトロルミネッセンス素子及び
薄膜トランジスタを備えたエレクトロルミネッセンス表
示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、エレクトロルミネッセンス（Elec
tro Luminescence：以下、「ＥＬ」と略称する）素子を
用いたＥＬ表示装置は、ＣＲＴやＬＣＤに代わる表示装
置として注目されている。特に、ＥＬ素子を駆動させる
スイッチング素子として薄膜トランジスタ（Thin Film 
Transistor：以下、「ＴＦＴ」と略称する）を備えたＥ
Ｌ表示装置が開発されている。
【０００３】図３に、係るＥＬ素子及びＴＦＴを備えた
ＥＬ表示装置の一表示画素の等価回路図を示す。実際の
ＥＬ表示装置はこのような表示画素がマトリックス状に
多数個配置され、表示領域を構成している。
【０００４】図３は、第１のＴＦＴ１００、第２のＴＦ
Ｔ１１０及び有機ＥＬ素子１２０を含むＥＬ表示装置の
等価回路図であり、第ｎ行のゲート信号線５０と第ｍ列
のドレイン信号線６０の交差点付近に形成された一表示
画素を示している。
【０００５】ゲート信号Ｇnを供給するゲート信号線５
０と、ドレイン信号、すなわち、ビデオ信号Ｄmを供給
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するドレイン信号線６０とが互いに交差している。それ
らの両信号線の交差点付近には、有機ＥＬ素子１２０及
びこの有機ＥＬ素子１２０を駆動するＴＦＴ１００、表
示画素を選択するためのＴＦＴ１１０が配置されてい
る。
【０００６】有機ＥＬ素子駆動用の第１のＴＦＴ１００
のドレイン１００ｄには駆動電源１０５が接続され、こ
の駆動電源１０５から正の駆動電圧ＰＶｄｄが供給され
ている。また、ソース１００ｓは有機ＥＬ素子１２０の
アノード（陽極）１２１に接続されている。
【０００７】また、表示画素選択用の第２のＴＦＴ１１
０のゲート１１０ｇにはゲート信号線５０が接続される
ことによりゲート信号Ｇnが供給され、ドレイン１１０
ｄにはドレイン信号線６０が接続されることにより、ビ
デオ信号Ｄmが供給される。第２のＴＦＴ１１０のソー
ス１１０ｓは上記第１のＴＦＴ１００のゲート１００ｇ
に接続されている。ここで、ゲート信号Ｇnは不図示の
ゲートドライバ回路から出力される。ビデオ信号Ｄmは
不図示のドレインドライバ回路から出力される。
【０００８】また有機ＥＬ素子１２０は、アノード１２
１、カソード（陰極）１２２、このアノード１２１とカ
ソード１２２の間に形成された発光素子層１２３から成
る。カソード１２２は負の共通電圧を供給する共通電源
１４０に接続されている。
【０００９】また、第１のＴＦＴ１００のゲート１００
ｇには保持容量１３０が接続されている。すなわち、保
持容量１３０の一方の電極はゲート１００ｇに接続さ
れ、他方の電極は保持容量電極１３１に接続されてい
る。保持容量１３０はビデオ信号Ｄmに応じた電荷を保
持することにより、１フィールド期間、表示画素のビデ
オ信号を保持するために設けられている。
【００１０】上述した構成のＥＬ表示装置の動作を説明
すると以下の通りである。ゲート信号Ｇnが一水平期
間、ハイレベルになると、第２のＴＦＴ１１０がオンす
る。すると、ドレイン信号線６０からビデオ信号Ｄmが
第２のＴＦＴ１１０を通して、第１のＴＦＴ１００のゲ
ート１００ｇに印加される。そして、ゲート１００ｇに
供給されたビデオ信号Ｄmに応じて、第１のＴＦＴ１０
０のコンダクタンスが変化し、それに応じた駆動電流が
駆動電源１０５から第１のＴＦＴ１００を通して、有機
ＥＬ素子１２０に供給される。これにより、有機ＥＬ素
子１２０の輝度が制御されていた。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】上述したように有機Ｅ
Ｌ素子１２０の発光の輝度は、ビデオ信号Ｄmに応じて
第１のＴＦＴ１００のコンダクタンスが変化することで
制御されていた。しかしながら、駆動電源１０５が供給
する正の駆動電圧ＰＶｄｄを如何に設定するかについて
は検討されていなかった。そのため、正の駆動電圧ＰＶ
ｄｄの適切な設定ができず、ＥＬ表示のコントラストが
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3
十分確保できない等の不具合を招いていた。
【００１２】
【課題を解決するための手段】そこで、本発明は駆動電
源１０５が供給する正の駆動電圧ＰＶｄｄに着目し、有
機ＥＬ素子１２０の輝度を適切に設定することを目的と
している。
【００１３】本発明のＥＬ表示装置は、複数の表示画素
を備え、各表示画素は、エレクトロルミネッセンス素子
と、ソースに前記エレクトロルミネッセンス素子が接続
された駆動用の第１の薄膜トランジスタと、前記第１の
薄膜トランジスタのドレインに駆動電圧を供給する駆動
電源と、ドレインにビデオ信号が供給されると共にゲー
ト信号に応じて前記ビデオ信号を前記第１の薄膜トラン
ジスタのゲートに供給する画素選択用の第２の薄膜トラ
ンジスタと、を備える表示装置において、前記駆動電圧
の上限は、前記ビデオ信号が黒信号レベルのときに前記
エレクトロルミネッセンス素子の輝度が第１の基準輝度
以下となるように設定されると共に、前記駆動電圧の下
限は、前記ビデオ信号が白信号レベルのときに前記エレ
クトロルミネッセンス素子の輝度が第２の基準輝度以上
となるように設定されることを特徴とする。
【００１４】本発明は、駆動電圧、ビデオ信号の白信号
レベル及び黒信号レベルと、エレクトロルミネッセンス
素子の関係に着目して、駆動電圧の上限及び下限を設定
したものである。したがって、駆動電圧を係る範囲に設
定することにより、ＥＬ表示装置の白表示及び黒表示を
適切に行うことができる。
【００１５】
【発明の実施の形態】次に、本発明の実施形態について
図面を参照しながら詳細に説明する。本発明の実施形態
に係るＥＬ表示装置の等価回路上の構成については図３
に示したものと同様である。以下の説明では、第１のＴ
ＦＴ１００はＰチャネル型、第２のＴＦＴ１１０はＮチ
ャネル型とする。
【００１６】図１は、本発明の実施形態に係るＥＬ表示
装置における駆動電圧ＰＶｄｄの設定について説明する
図である。ドレイン信号線６０から第２のＴＦＴ１１０
を通して供給されるビデオ信号Ｄmは、白信号レベル
（Ｖ１）と黒信号レベル（Ｖ０）の間で変化するものと
する。黒信号レベル（Ｖ０）＞白信号レベル（Ｖ１）で
ある。
【００１７】ここで、ビデオ信号Ｄmの黒信号レベル
（Ｖ０）に対して、ゲート信号線５０から供給されるゲ
ート信号ＧnのハイレベルＧn(Ｈ)がある程度高ければ、
ビデオ信号Ｄmはそのままのレベルで第１のＴＦＴ１０
０のゲート１００ｇに供給される。その条件は具体的に
は、Ｇn(Ｈ)≧Ｖ０＋Ｖthである。ここで、Ｖthは、第
２のＴＦＴ１１０のスレッショルド電圧（Threshold Vo
ltage）である。しかし、この条件は本発明の範囲を限
定するものではなく、Ｇn(Ｈ)＜Ｖ０＋Ｖthであっても
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よい。ただし、Ｇn(Ｈ)≧Ｖthでなければならない。
【００１８】いま、ビデオ信号Ｄmが黒信号レベル（Ｖ
０）であるとする。そして、この黒信号レベル（Ｖ０）
は、Ｇn(Ｈ)≧Ｖ０＋Ｖthの場合には、そのまま第１の
ＴＦＴ１００のゲート１００ｇに印加される。第１のＴ
ＦＴ１００にはそれに応じた小さな電流が流れ、有機Ｅ
Ｌ素子１２０に供給される。このとき、有機ＥＬ素子１
２０の輝度は、黒表示と視認されるためにはある程度暗
くなければならない。好ましくは第１のＴＦＴ１００が
完全にオフし、その輝度が０ｃｄ／ｍ2であることであ
る。
【００１９】しかしながら、駆動電圧ＰＶｄｄがある限
度以上高くなると、第１のＴＦＴ１００がオンし、電流
が流れ始める。すると、有機ＥＬ素子１２０の輝度が上
がってしまい、ＥＬ表示のコントラストが悪化してしま
う。そこで、この場合に有機ＥＬ素子１２０の第１の基
準輝度Ｌ１を定め、その輝度が第１の基準輝度Ｌ１とな
るときの駆動電圧ＰＶｄｄを駆動電圧ＰＶｄｄの上限電
圧ＶHと設定する。
【００２０】なお、Ｇn(Ｈ)＜Ｖ０＋Ｖthの場合には、
第１のＴＦＴ１００のゲート１００ｇに印加される黒信
号レベルの電圧は、Ｇn(Ｈ）－Ｖthに低下するが、この
低下した電圧を基準として駆動電圧ＰＶｄｄの上限電圧
ＶHが設定されることとなる。
【００２１】一方、ビデオ信号Ｄmが白信号レベル（Ｖ
１）であるとする。そして、Ｇn(Ｈ)≧Ｖ１＋Ｖthの場
合には、この白信号レベル（Ｖ１）が第１のＴＦＴ１０
０のゲート１００ｇに印加され、第１のＴＦＴ１００が
オンし、それに応じた大きな電流が流れ、有機ＥＬ素子
１２０に供給される。このとき、有機ＥＬ素子１２０の
輝度は、白表示と視認されるためにはある程度明るくな
ければならない。
【００２２】しかしながら、駆動電圧ＰＶｄｄが低くな
ると、第１のＴＦＴ１００の電流の減少により、有機Ｅ
Ｌ素子１２０の輝度が下がってしまい、やはりＥＬ表示
のコントラストが悪化してしまう。そこで、この場合に
有機ＥＬ素子１２０の第２の基準輝度Ｌ２を定め、その
輝度が第２の基準輝度Ｌ２となるときの駆動電圧ＰＶｄ
ｄを駆動電圧ＰＶｄｄの下限電圧ＶLと設定する。
【００２３】したがって、ＥＬ表示の白及び黒のコント
ラストを確保するための駆動電圧ＰＶｄｄの適切な設定
範囲は、ＶL≦ＰＶｄｄ≦ＶHとなる。
【００２４】次に、本発明者の実験結果に基づき、駆動
電圧ＰＶｄｄの具体的な設定範囲について説明する。図
２は駆動電圧ＰＶｄｄと有機ＥＬ素子の輝度との関係を
示す図である。有機ＥＬ素子１２０に共通電源１４０か
ら供給される負の共通電圧ＣＶを－７Ｖに設定してい
る。また、白信号レベル（Ｖ１）は１Ｖ、黒信号レベル
（Ｖ０）は５Ｖに設定している。
【００２５】図に示すように、黒信号時には有機ＥＬ素
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子は低い輝度を示すが駆動電圧ＰＶｄｄが７Ｖ以上では
徐々に上昇し始める。そこで、第１の基準輝度Ｌ１、す
なわち、ＥＬ表示が光らず、黒と視認される基準ライン
として２０ｃｄ／ｍ2を設定する。一方、白信号時には
有機ＥＬ素子は高い輝度を示すが、ＰＶｄｄの減少と共
に減少する。そこで、第２の基準輝度Ｌ２、すなわちＥ
Ｌ表示が光り、白と視認される基準ラインとして５０ｃ
ｄ／ｍ2を設定する。
【００２６】このような設定によれば、適切な駆動電圧
ＰＶｄｄは４．５Ｖ～７．７Ｖの範囲となる。上記の第
１の基準輝度Ｌ１、第２の基準輝度Ｌ２の設定値は好ま
しい値であるが、これに限定されることはなく、ＥＬ表
示装置の規格等に応じて適宜他の設定値を用いてもよ
い。また、白信号レベル（Ｖ１）、黒信号レベル（Ｖ
０）についても適宜変更することができる。
【００２７】また、上記の実施例では室温下における駆
動電圧ＰＶｄｄと有機ＥＬ素子の輝度との関係に基づい
て駆動電圧ＰＶｄｄの範囲を設定しているが、有機ＥＬ
素子の輝度は温度依存性を有するので、実際にはその温
度変化も考慮して駆動電圧ＰＶｄｄの範囲を設定するこ
とが適当である。
【００２８】なお、本実施形態では、第１のＴＦＴ１０
０はＰチャネル型であり、第２のＴＦＴ１１０はＮチャ
ネル型であるが、これに限らず、第１のＴＦＴ１００は
Ｎチャネル型でもよいし、第２のＴＦＴ１１０はＰチャ
ネル型であってもよい。
【００２９】駆動用の第１のＴＦＴ１００はＮチャネル*
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*型である場合には、ビデオ信号Ｄmの白信号と黒信号の
レベルは反対となる。すなわち、黒信号レベル（Ｖ０）
は白信号レベル（Ｖ１）より低くなる。しかしながら、
このようなＥＬ表示装置についても本発明は同様に適用
することができるものである。
【００３０】
【発明の効果】本発明によれば、駆動電圧、ビデオ信号
の白信号レベル及び黒信号レベルと、エレクトロルミネ
ッセンス素子の関係に着目して、駆動電圧ＰＶｄｄの上
限ＶＨ及び下限ＶＬを設定したものである。したがっ
て、駆動電圧ＰＶｄｄを上限ＶＨ及び下限ＶＬで規定さ
れる範囲に設定することにより、ＥＬ表示装置において
白黒を適正なコントラストで表示することが可能にな
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態に係るＥＬ表示装置における
駆動電圧ＰＶｄｄの設定について説明する図である。
【図２】本発明の実施形態に係る駆動電圧ＰＶｄｄと有
機ＥＬ素子の輝度との関係を示す図である。
【図３】ＥＬ素子及びＴＦＴを備えたＥＬ表示装置の一
表示画素の等価回路図である。
【符号の説明】
５０  ゲート信号線    ６０  ドレイン信号線    １０
５  駆動電源
１１０  第１のＴＦＴ    １２０  有機ＥＬ素子    １
３０  保持容量
１４０  共通電源

【図１】 【図２】
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